
 

 

明治 40 年頃の真鍋公園（現在の愛宕神社付近）
より霞ヶ浦（左遠方）と土浦町（右遠方）を望む 
（「よろずや商会絵葉書ギャラリー」より転載） 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          

              

明
治
期
の
「
生
徒
人
員
町
村
別
調
査
表
」 

土
浦
町
と
真
鍋
町
が
競
っ
て
並
立
し
て
い
た

明
治
大
正
期
。
そ
の
頃
の
町
村
が
記
載
さ
れ
た

「
生
徒
人
員
町
村
別
調
査
表 

明
治
40
年
１
月 

土
浦
中
学
校
」
が
校
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
明
治
期
以
来
、
推
進
さ
れ
て
き
た
（
市
）

町
村
の
合
併
・
統
合
に
よ
り
、
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
歴
史
的
な
地
名
も
あ
り
、
少
し
く
寂
し
い

思
い
を
禁
じ
得
な
い
。
大
地
に
刻
ま
れ
た
地
名

は
、
先
人
の
息
遣
い
や
感
情
、
意
識
が
込
め
ら

れ
た
伝
言
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
だ
。

そ
れ
ら
を
感
じ
取
る
意
味
で
も
、
今
・
次
号
は
、

こ
の
調
査
表
に
あ
る
私
た
ち
の
〝

故
郷
〟

の
町
村

に
つ
い
て
、
合
併
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。 

明
治
の
大
合
併 

江
戸
時
代
の
地
方
は
、
自
然
発
生
的
な
地
縁

共
同
体
と
し
て
、
街
路
ご
と
に
町
が
、
農
村
で

は
集
落
ご
と
に
村
が
あ
っ
た
（
村
は
一
村
一
領

主
と
は
限
ら
な
か
っ
た
）
。
そ
の
数
は
、
全
国

で
村
が
約
７
万
、
町
が
約
千
で
あ
っ
た
。
明
治

の
初
年
を
迎
え
る
と
、
江
戸
期
の
町
村
は
否
定

さ
れ
、
円
滑
な
行
政
執
行
を
推
し
進
め
る
べ
く

大
区
・
小
区
制
が
ひ
か
れ
た
。
そ
の
後
、
数
度

の
制
度
改
正
を
経
て
、
概
ね
、
小
学
校
１
校
の

区
域
と
す
る
約
300
～
500
戸
を
町
村
の
標
準
規

模
と
し
た
市
制
・
町
村
制
が
明
治
22
年
に
施
行

さ
れ
た
。
こ
れ
が
明
治
の
大
合
併
と
称
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
村
は
15,820
（
市

は
39
）
と
、
ほ
ぼ
1/5
に
激
減
す
る
と
と
も
に
、

地
方
を
行
政
統
治
す
る
地
方
自
治
体
（
地
方
公

共
団
体
）
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
た
だ
、〝
自
治
体
〟

と
は
名
ば
か
り
で
、

市
町
村
は
、
強
固
な
中
央
集
権
体
制
の
構
築
に

躍
起
に
な
る
世
情
に
あ
っ
て
は
、
様
々
な
分
野

で
中
央
政
府
の
厳
重
な
監
督
と
統
制
下
に
お
か

れ
、
き
わ
め
て
弱
い
自
治
権
し
か
持
ち
得
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
自
治
は
強
い
官
僚
的
拘

束
と
有
力
者
支
配
を
軸
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
も
町
村
合
併
は
進
め
ら
れ
、
明
治
31

年
ま
で
に
2,800
余
り
ま
で
減
少
し
た
。
や
が
て
合

併
の
波
は
鈍
化
す
る
も
の
の
、
戦
後
の
昭
和
22

年
に
は
、
市
町
村
数
は
10,505
と
な
り
、
江
戸
時
代

の
約
1/7
に
達
す
る
程
に
減
じ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。 

 

《
余
話
》
市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
22
年
。
こ

の
年
の
４
月
３
日
、
水
戸
の
友
人
菊
池
謙
二
郎
（
後
の
水

戸
中
学
校
長
）
を
訪
ね
、
徒
歩
旅
行
し
て
い
た
正
岡
子
規

は
、
現
在
の
本
校
の
斜
向
か
い
に
あ
っ
た
真
鍋
公
園
（
愛

宕
神
社
付
近
）
に
登
り
、
「
霞
み
な
が
ら 

春
雨
ふ
る
や 

湖
の
上
」
と
詠
ん
で
い
る
。
（
小
紙
第
25
号
で
詳
述
） 

ま
た
、
「
生
徒
人
員
町
村
別
調
査
表
」
が
作
成
さ
れ
た

明
治
４０
年
。
こ
の
年
は
創
立
10
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
る
と
と
も
に
、
11
月
24
日
に
は
土
中
野
球
部
が
、

当
時
「
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
」
と
天
下
に
鳴
り
響
く
慶

応
普
通
部
に
試
合
を
挑
む
。
『
進
修
』
に
は
「
８
回
を
終

り
、
4
―
２
で
リ
ー
ド
を
許
す
」
旨
は
あ
る
が
、
最
終
結

果
の
詳
細
は
な
い
。
観
戦
し
た
飛
田
穂
洲
（
学
生
野
球
の

父
・
水
戸
中
出
身
で
当
時
早
大
野
球
部
）
は
「
土
浦
軍
は

善

し
て
敗
れ
た
」
と
『
野
球
人
国
記
』
に
記
し
て
い
る
。 

戦

 昭
和
の
大
合
併 

新
憲
法
に
基
づ
き
、
昭
和
22
年
４
月
に
地
方

自
治
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
旧
来

の
市
制
・
町
村
制
は
廃
止
さ
れ
、
市
町
村
の
自

治
権
の
拡
張
と
民
主
化
の
促
進
が
図
ら
れ
、
同

時
に
新
制
中
学
校
の
設
置
管
理
、
市
町
村
の
消

防
、
自
治
体
警
察
の
創
設
、
社
会
福
祉
、
保
健

衛
生
関
係
等
が
、
新
た
に
市
町
村
の
事
務
と
さ

れ
、
そ
の
役
割
は
大
幅
に
増
大
し
た
。
そ
こ
で
、

行
政
事
務
の
能
率
的
処
理
と
財
政
確
保
の
た
め
、

適
正
規
模
の
実
現
に
向
け
た
合
併
は
不
可
避
の

状
況
と
な
り
、
昭
和
28
年
に
は
、
新
制
中
学
校

１
校
の
管
理
に
要
す
る
規
模
と
し
て
、
概
ね
8,000

人
以
上
の
住
民
を
有
す
る
こ
と
を
標
準
と
す
る

「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
施
行
さ
れ
る
に
及
ぶ
。 

さ
ら
に
、
町
村
数
を
約
1/3
に
減
ら
す
こ
と
を

目
途
に
「
町
村
合
併
促
進
基
本
計
画
」
が
昭
和
28

年
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
、
昭
和
31
年
に
は
「
新

市
町
村
建
設
促
進
法
」
も
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
加
速
さ
れ
、

昭
和
28
年
10
月
時
点
で
、
9,868
も
あ
っ
た
市
町
村

数
は
、
昭
和
36
年
に
は
約
1/3
の
3,472
に
減
少
し
て

い
っ
た
。
こ
の
巨
大
な
合
併
の
う
ね
り
が
、
昭

和
の
大
合
併
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経

済
成
長
期
に
お
け
る
都
市
化
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
を
背
景
と
す
る
合
併
の
動
き
が

生
じ
る
と
、
昭
和
40
年
に
「
合
併
特
例
法
」
が

制
定
さ
れ
、
地
域
拠
点
を
意
図
し
た
合
併(

郡
山

市
・
岡
山
市
・
倉
敷
市
・
富
士
市
な
ど)

や
、
新

産
業
都
市
の
指
定
を
め
ざ
し
た
14
市
町
村
合
併

の
「
い
わ
き
市
」
な
ど
、
大
規
模
合
併
が
話
題

を
よ
ん
だ
。
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
山

間
部
の
過
疎
化
が
進
ん
だ
た
め
、
隣
接
す
る
市

町
が
山
間
部
を
取
り
込
ん
だ
合
併
も
み
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
市
制
施
行
の
人
口
要
件
が
緩
和

さ
れ
た
た
め
、
人
口
３
万
人
以
上
で
の
市
制
の

実
施
を
指
向
し
た
合
併
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

地
名
は
古
代
か
ら
続
く
無
形
の
遺
産 

明
治
以
来
、
時
々
の
社
会
の
動
き
に
絡
ん
で

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
市
町
村
合
併
。
そ
の
中
で

消
え
て
い
っ
た
村
名
や
地
名
は
数
多
い
と
思
う
。 

紙
面
裏
側
「
資
料
」
は
、
本
校
所
蔵
の
明
治
40

年
「
調
査
表
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
町
村
に

つ
い
て
、
消
失
し
た
村
も
含
め
、
現
在
の
市
町

村
の
地
域
に
符
号
さ
せ
る
と
と
も
に
、
古
代
・

近
世
ま
で
遡
っ
て
そ
の
名
を
可
能
な
限
り
す
く

い
あ
げ
て
い
る
。
通
覧
す
る
と
、
現
在
で
は
存

在
し
な
い
中
家
村
や
東
村
（
い
ず
れ
も
現
土
浦

市
）
、
玉
川
村
、
田
余
村
（
い
ず
れ
も
小
美
玉

市
）
な
ど
も
文
献
に
名
を
残
す
由
緒
あ
る
地
名

で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
の

様
子
を
皮
膚
感
覚
で
意
識
す
る
者
に
と
っ
て
は
、

土
地
の
名
は
、
実
は
そ
れ
な
り
の
由
来
や
地
理

的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
、

加
え
て
、
文
学
や
歴
史
書
、
日
記
、
伝
承
な
ど

に
も
様
々
な
形
で
名
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
に
、

時
と
し
て
瞠
目
す
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
名

自
体
が
、
地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
継
承

す
る
無
形
の
財
産
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

明
治
の
大
合
併
の
際
に
は
、
そ
れ
ま
で
大
き

か
っ
た
町
村
の
名
を
新
名
称
と
し
て
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、
旧
名
を
大
字
と
し
、
住
居
表
示
の

一
部
と
し
た
。
そ
れ
を
閑
却
し
た
感
さ
え
す
る

平
成
の
大
合
併
。
次
号
で
は
こ
れ
に
も
ふ
れ
、

併
せ
て
資
料
後
半
を
紹
介
し
た
い
。（
次
号
に
続
く
） 

平成２３年１２月６日
茨城県立土浦第一高等学校
進修同窓会旧本館活用委員会

第４１号 

本校にある明治 40 年の「生徒人員町村別調査表」。この表には，今では定

かでない村がいくつか登場する。現在の土浦市内や近隣地域にかつて存在した

村々だ。故郷の町村名は，地元の人にとっては，自分の身体の中に溶け込み，

人の情けや温かみ，強い絆を漂わせる響きをもつ。それらが消えたのは市町村

合併によるためだ。今号は，「調査票」にある町村について，その名の変遷を

たどった紙面裏側「資料」を見つめつつ、明治・昭和の大合併を述べてみたい。



 資料 「生徒人員町村別調査表 明治４０年１月現在 土浦中学校」（行方・筑波・真壁・東茨城・西茨城などの各郡は次号に掲載）にある町村名の変遷について 
 町村名 生徒数 古代～近世 明治22年 昭和30年 平成17年  
新治郡  295  
  土浦   43 土浦藩土屋氏城下町・水戸街道土浦宿 土浦町(単独で)→S12中家村(9大字)､S13藤沢村虫掛､S14東村(9大字)､S15真鍋町(3大字)合併＝土浦市 土浦市 土浦市

  真鍋   17 真鍋村;土浦藩領 真鍋町(真鍋･殿里･木田余の合併)→S15土浦市と合併(3大字) 土浦市(S15) 土浦市

  上大津   26  上大津村(手野･白鳥･田･沖宿･菅谷･神立の合併)              大津=古代の大津郷 土浦市(S29) 土浦市

  下大津    4  下大津村(加茂･戸崎の合併)                              同上 出島村(S30) かすみがうら市 
  美並    4  美並村(深谷･上大堤･下大堤･三ツ木･南根本･大和田･男神･中台の合併) 中世南野荘より命名 出島村(S30) かすみがうら市 
  牛渡    0 牛渡村;佐竹氏領→天領･旗本佐橋氏相給 牛渡村(牛渡･有河〈従前牛渡の一部〉の合併) 出島村(S30) かすみがうら市 
  佐賀    4 坂村;佐竹氏領→天領→幕末期=土浦藩領 坂村(田伏･坂の合併)                佐賀=古代の郷名 出島村(S30) かすみがうら市 
  安飾    3  安飾村(安食･柏崎･岩坪･軽部の合併)                  安飾=古代･中世の郷名 出島村(S30) かすみがうら市 
  志士庫    1  志士庫村(宍倉･西成井･上軽部の合併)                    志士庫=中世の郷名 出島村(S30) かすみがうら市 
  関川    7  関川村(石川･井関の合併)                               石川･井関から関川 石岡市(S29) 石岡市

  三村    5 佐竹領→府中藩領→天領→府中藩領→天領→元禄13府中藩･旗本水野氏･同深尾氏相給 三村(単独で形成)                          古代の上郷･中郷･下郷の合流により三村 石岡市(S29) 石岡市

  高濱    7 佐竹領→府中藩領→天領→旗本皆川氏知行→天領→旗本彦坂氏･松平氏･小野氏・土屋氏相給 高浜町(高浜･北根本･中津川･東田中･東大橋･小井戸の合併) 石岡町(S28) S29市制施行 石岡市

  玉川    3  玉川村(下玉里･川中子の合併)                     下玉里の玉･川中子の川より玉川 玉里村(S30) 小美玉市 
  田余    2 平安～戦国期の玉余郷･戦国期に玉里郷 田余村(たあまり;上玉里･高崎･栗又四ヶ･田木谷の合併)     田余=古代の郷名 玉里村(S30) 小美玉市 
  石岡   23 古代=茨城国造･常陸国府･茨城郡衙､近世=天領･松平氏領等→水戸徳川家の支藩 石岡町(石岡町･村上村･染谷村の合併)→S29市制施行 石岡市 石岡市

  園部    1  園部村(成井･山崎･真家･宮ヶ崎･柴間の合併)      園部川に因む村名 八郷町(S30) 石岡市

  瓦會    4  瓦会村(小塙･宇治会･瓦谷･野田･佐久･部原の合併)       宇治会･瓦谷から瓦会村 八郷町(S30) 石岡市

  林    0 古代=拝師郷､中世=林郷 林村(浦須･上林･下林･嘉良寿理･片岡･根小屋の合併) 八郷町(S30) 石岡市

  恋瀬    2  恋瀬村(大塚･大増･太田･中戸･小見の合併)      村中央を流れる恋瀬川に因んだ村名 八郷町(S30) 石岡市

  葦穂    9  葦穂村(小倉･吉生･上曽･小屋･小山田･鯨岡･狢内の合併)   葦穂山とも称した足尾山山麓の位置に因む 八郷町(S30) 石岡市

  柿岡    2 中世の郷名､近世=天領→小田原藩領→旗本稲葉氏知行→天領･旗本小堀氏相給 柿岡村(柿岡･片野･金指の合併) 八郷町(S30) 石岡市

  小幡   10 小幡村;下総関宿藩領→土浦藩領→旗本板倉氏知行 小幡村(小幡･須釜･細谷･上青柳･下青柳･加生野の合併) 八郷町(S30) 石岡市(H17) 
  小桜    7  小桜村(半田･川又･月岡･青田･弓弦･柴内･辻･菖蒲沢･小野越･仏生寺の合併) 村内を流れる小桜川に因む 八郷町(S30) 石岡市

  志筑    7 古代=師付､中世=志筑郷､幕末期=外様本堂氏知行地 志筑村(上志筑･中志筑･下志筑･横堀･大峰･五反田･高倉･粟田の合併) 千代田村(S29) かすみがうら市 
  新治    4 新治村;天領→旗本水野氏･末高氏相給 新治村(新治･上土田･下土田･東野寺･西野寺･飯田･市川の合併) 千代田村(S29) かすみがうら市 
  七會   17  七会村(上稲吉･下稲吉･上佐谷･中佐谷･下佐谷･雪入･山本の合併)   七村合併に因む村名 千代田村(S29) かすみがうら市 
  都和   19  都和村(常名･中貫･今泉･小山崎の合併) 土浦市(S23) 土浦市

  藤沢    5 古代=藤沢荘､中世=藤沢郷、近世=結城氏領→土浦藩領 藤沢村(藤沢･大畑･上坂田･下坂田･虫掛の合併) 新治村(S30) 土浦市

  斗利出    9  斗利出村(高岡･田土部･沢辺･藤沢新田の合併)  高岡にある戦国期の砦跡に因み｢とりで｣の村名 新治村(S30) 土浦市

  栄    8  栄村(上境･土器屋･横町･金田･松塚･中根･古来･大･吉瀬の合併) 桜村(S30) つくば市 
  九重    6  九重村(上ノ室･上広岡･下広岡･大角豆･倉掛･妻木･東岡･花室･柴崎･岡村新田の合併) 桜村(S30) つくば市 
  栗原    4 古代の郷名､栗原村;旗本堀氏知行→天領･堀氏相給 栗原村(栗原･上野･蓮沼の合併) 桜村(S30) 土浦市

  山ノ荘    3 中世の荘園名 山ノ荘村(大志戸･小高･小野･東城寺･永井･本郷の合併)  中世の荘園に因む村名 新治村(S30) 土浦市

  中家   16 古代の郷名 中家村(上高津･中高津･下高津･小松･佐野子･飯田･矢作･宍塚･粕毛の合併) 古代の郷名に因む村名 土浦市(S12) 土浦市

  東   13  東村(中･摩利山新田･乙戸･永国･中村西根･右籾･烏山･小岩田･大岩田の合併)  氏神の東神社に因む村名 土浦市(S14) 土浦市

稲敷郡   24  
  浮島    2 奈良時代の村名､近世=天領→旗本雨宮氏･諸子氏･小栗氏相給→天領 浮島村(単独で形成)   かつては四方が湖水に囲まれていた。 桜川村(S30) 稲敷市

  舟島    3  舟島村(舟子･島津･竹来･掛馬の合併) 舟子=美浦村(S30)､島津･竹来･掛馬=阿見町(S30) 美浦村･阿見町 
  朝日    2  朝日村(福田･小池･上長･実穀･荒川沖･荒川本郷･沖新田の合併) 村内を疎通する朝日川(乙戸川)に因む村名 S23;沖新田と荒川沖･荒川本郷の一部を土浦市に編入 阿見町(S30) 阿見町

  柴崎    1 柴崎村=陸奥仙台領→天領 柴崎村(柴崎･中山･戊渡新田･伊佐津･伊佐津新田･角崎･狸穴の合併) 新利根村(S30) 稲敷市

  阿見    4 古代=阿弥郷､中世=安見郷､近世=安見村;旗本倉橋氏･久永氏相給→旗本丹羽氏･久永氏相給→両氏･土浦藩相給→両氏･幕府相給→両氏相給 阿見村(阿見･若栗･大室･廻戸･青宿･鈴木の合併) S20;町制施行 阿見町 阿見町

  木原    2 中世の郷名､近世=木原村;幕府と旗本大久保氏･一色氏･鈴木氏の相給 木原村(木原･請領･大須賀津･茂呂･宮地･布佐･大谷･信太･興津の合併) 美浦村(S30) 美浦村

  岡田    1  岡田村(東猯穴･東大和田･中根･下根･岡見･柏田･結束･上太田･猪子の合併)  岡見･柏田からの村名 牛久町(S29) 牛久市

  安中    2 中世=あんちうの地名 安中村(大山･土浦･馬見山･山王･八井田･山内･谷中･大塚･中野内･木･定光･本橋･間野･牛込･堀田･根本･根火･馬掛の合併) 全体を安中郷と称していたことに因む 美浦村(S30) 美浦村

  茎崎    2 近世=谷田部藩細川領･牛久藩山口領･旗本天領 茎崎村(上岩崎･下岩崎･房内･天宝喜･小茎･若栗･菅間･樋ノ沢･大井･高崎と庄兵衛新田の一部が合併) 上･下岩崎･高崎･小茎からの村名 茎崎村(S58町制) つくば市 
  江戸崎    1 古代=苛前津･榎浦津､中世=江戸崎､近世=江戸崎村;佐竹氏領→天領→大名青山氏領→古渡藩領→下総関宿藩･旗本久永氏･同丹羽氏相給→関宿藩領 江戸崎町(江戸崎･大塚の合併) S29;君賀･沼里･鳩崎･高田を合併 江戸崎町 稲敷市

 


